
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のマトリックス状に配列された画素部を有する に液晶階調電圧を出力す
るデータドライバ回路 、
　前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路
と、
　 回路から供給される複数の基準電圧から２ Ｎ レベルの電圧を
生成し、

ことを特徴とする
。
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液晶パネル
において

電源 の （Ｎは正の整数）乗
前記階調制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調

電圧との対応関係に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基
準電圧を選択し、選択された前記複数の階調生成基準電圧を分圧して複数の液晶階調電圧
を生成する階調電圧生成回路と、
　システム装置から供給される２のＮ乗階調を表す表示データを入力し液晶表示データを
出力する液晶制御回路からの前記液晶表示データに応じた液晶階調電圧を、前記階調電圧
生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧から選択する階調電圧選択回路とを有
し、
　前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係は、入力される一画面の表示データを複数の輝度領域毎に画素数をカウントし、前
記複数の輝度領域毎にカウントされる画素分布数の平均値と、前記カウントされる各輝度
領域の画素分布数との差分に基づいて決定されている データドライバ回
路



【請求項２】
　請求項１記載の において、
　 階調制御レジスタ回路に保持される 液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係 設定 ことを特徴とする

。
【請求項３】
　請求項１の 、
　

ことを特徴とする 。
【請求項４】
　請求項２の において、
　前記階調制御レジスタ回路への前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係の
設定は、前記液晶制御回路 データドライバ回路に 液晶表示データを転送する
データバス 行われることを特徴とする 。
【請求項５】
　

　前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係は、入力される一画面の輝度分布に基づいて決定されることを特徴とする

。
【請求項６】
　請求項 において、
　前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係は、

決定されていることを特徴とする 。
【請求項７】
　

　前記階調制御レジスタに保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関
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データドライバ回路
前記 前記

の は、前記液晶制御回路によって行われる データドライバ回
路

データドライバ回路において
前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対

応関係は、前記画素分布数の平均値より多い画素分布数の輝度領域のコントラストを高く
するように決定されている データドライバ回路

データドライバ回路

から当該 前記
を介して データドライバ回路

複数のマトリックス状に配列された画素部を有する液晶パネルに液晶階調電圧を出力す
るデータドライバ回路において、
　液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路と、
　電源回路から供給される複数の基準電圧から２のＮ（Ｎは正の整数）乗レベルの電圧を
生成し、前記階調制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調
電圧との対応関係に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基
準電圧を選択し、選択された前記複数の階調生成基準電圧を分圧して複数の液晶階調電圧
を生成する階調電圧生成回路と、
　システム装置から供給される２のＮ乗階調を表す表示データを入力し液晶表示データを
出力する液晶制御回路からの前記液晶表示データに応じた液晶階調電圧を、前記階調電圧
生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧から選択する階調電圧選択回路とを有
し、

データド
ライバ回路

５のデータドライバ回路

前記一画面の輝度分布中の画素が多数有る領域のコントラストを高くするよう
に データドライバ回路

複数のマトリックス状に配列された画素部を有する液晶パネルに液晶階調電圧を出力す
るデータドライバ回路において、
　液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路と、
　電源回路から供給される複数の基準電圧から２のＮ（Ｎは正の整数）乗レベルの電圧を
生成し、前記階調制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調
電圧との対応関係に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基
準電圧を選択し、選択された前記複数の階調生成基準電圧を分圧して複数の液晶階調電圧
を生成する階調電圧生成回路と、
　システム装置から供給される２のＮ乗階調を表す表示データを入力し液晶表示データを
出力する液晶制御回路からの前記液晶表示データに応じた液晶階調電圧を、前記階調電圧
生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧から選択する階調電圧選択回路とを有
し、



係は、フレーム毎に更新されることを特徴とする 。
【請求項８】
　複数のマトリックス状に配列された画素部を有する液晶パネルに対し、２のＮ乗（Ｎは
正の整数）階調を表す液晶表示データに対応した液晶階調電圧を出力するデータドライバ
回路において、
　前記液晶表示データを保持する液晶表示データ保持手段と、
　前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路
と、
　電源回路から供給される複数の基準電圧から２のＮ乗レベルの電圧を生成し、前記階調
制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係
に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基準電圧を選択し、
選択された前記複数の階調生成基準電圧から複数の液晶階調電圧を生成する階調電圧生成
回路と、
　前記階調電圧生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧に基づいて、前記液晶
表示データ保持手段に保持された前記液晶表示データを前記液晶階調電圧に変更する階調
電圧選択回路とを有し、
　前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係は、入力される一画面の輝度分布に基づいて決定されることを特徴とするデータド
ライバ回路。
【請求項９】
　複数のマトリックス状に配列された画素部を有する液晶パネルに対し、２のＮ乗（Ｎは
正の整数）階調を表す液晶表示データに対応した液晶階調電圧を出力するデータドライバ
回路において、
　前記液晶表示データを保持する液晶表示データ保持手段と、
　前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路
と、
　電源回路から供給される複数の基準電圧から２のＮ乗レベルの電圧を生成し、前記階調
制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係
に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基準電圧を選択し、
選択された前記複数の階調生成基準電圧から複数の液晶階調電圧を生成する階調電圧生成
回路と、
　前記階調電圧生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧に基づいて、前記液晶
表示データ保持手段に保持された前記液晶表示データを前記液晶階調電圧に変更する階調
電圧選択回路とを有し、
　前記階調制御レジスタ回路に保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対
応関係は、入力される一画面の液晶表示データを複数の輝度領域毎に画素数をカウントし
、前記複数の輝度領域毎にカウントされる画素分布数の平均値と、前記カウントされる各
輝度領域の画素分布数との差分に基づいて決定されていることを特徴とするデータドライ
バ回路。
【請求項１０】
　複数のマトリックス状に配列された画素部を有する液晶パネルに対し、２のＮ乗（Ｎは
正の整数）階調を表す液晶表示データに対応した液晶階調電圧を出力するデータドライバ
回路において、
　前記液晶表示データを保持する液晶表示データ保持手段と、
　前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路
と、
　電源回路から供給される複数の基準電圧から２のＮ乗レベルの電圧を生成し、前記階調
制御レジスタ回路に保持されている前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係
に従って、生成された前記２のＮ乗レベルの電圧から複数の階調生成基準電圧を選択し、
選択された前記複数の階調生成基準電圧から複数の液晶階調電圧を生成する階調電圧生成
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データドライバ回路



回路と、
　前記階調電圧生成回路により生成された前記複数の液晶階調電圧に基づいて、前記液晶
表示データ保持手段に保持された前記液晶表示データを前記液晶階調電圧に変更する階調
電圧選択回路とを有し、
　前記階調制御レジスタに保持される前記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関
係は、フレーム毎に更新されることを特徴とするデータドライバ回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置に係り、特に動画に対応した階調特性にて、液晶パネルに駆動電
圧を印加する液晶ドライバ回路を含む液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的なブラウン管を用いたＣＲＴ表示装置は、テレビ放送やＤＶＤ等の動画や自然画を
表示する場合、表示画面の白表示（輝度の高い表示）の割合によって白ピーク輝度が異な
っている。表示画面の白表示の割合が多い場合と少ない場合では、同じ白表示でも、白表
示の割合が少ない方が多い場合に比べて、輝度がより高くなっている。このように、表示
画面に対応して階調特性を制御することで、コントラストを向上して表示の見栄えを良く
している。
【０００３】
液晶表示装置では、１９９５年ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ（ｐ２５７－２６０）「 A 6-bit Di
gital Data Driver for Color TFT-LCDs」に記載されているように、データドライバは、
入力される基準電圧からＤＡＣ回路で階調電圧を生成し、表示データに対応した液晶印加
電圧を選択して出力アンプ回路でバッファして出力していた。つまり、データドライバは
表示データに対して交流極性の正極性、負極性それぞれ１つの階調電圧を出力しており、
階調特性はどの表示画面に対しても一様であった。
【０００４】
このように、従来のデータドライバでは、動画表示や自然画表示に対応して、表示画面に
対応して階調特性を制御する点に関しては考慮されていなかった。
【０００５】
一方、テレビ放送やＤＶＤ等の動画や自然画を表示するため、液晶表示装置として階調制
御を行う場合は、液晶コントローラ等で表示データを変換して階調特性を変化させている
。図３０、図３１は、表示データの変換による階調特性の制御を示している。データドラ
イバは図３０に示すように、入力されたドライバデータｎからｎ＋７に対してＶＧｎから
ＶＧｎ＋７の階調電圧を出力するため、階調特性を変更する場合は、表示データに対して
ドライバデータを変換する必要がある。図３１の場合では、表示データｎからｎ＋７をド
ライバデータｎからｎ＋５に変換している。つまり、ｎからｎ＋７の８階調のデータをｎ
からｎ＋５の６階調のデータに変換して、階調特性を制御している。
【０００６】
また、特開平１１－３３７９０９号公報に記載されている液晶表示装置では、階調電圧発
生回路に予め複数の階調特性が設定されており、ユーザ操作可能なスイッチや液晶表示装
置をディスプレイモニタとして使用するコンピュータからの選択信号等の応じて、使用す
る階調特性が選択される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上記テレビ放送やＤＶＤ等の動画や自然画を表示するため、液晶表示装置として階調制御
を行う場合は、液晶コントローラ等で表示データを変換して階調特性を変化させるもので
は、階調特性が一様データドライバへの表示データを変換して階調特性を変更するため、
図３１に示したように、８階調のデータが６階調に変換されることになり階調がつぶれる
ことになる。
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【０００８】
また、特開平１１－３３７９０９号公報に示されている液晶表示装置では、動画に対応し
て、フレーム毎や映像シーン毎に階調特性を制御することができなかった。
【０００９】
本発明の目的は、階調のつぶれを無くし、高画質表示を実現する液晶表示装置を提供する
ことにある。
【００１０】
本発明の他の目的は、フレーム毎や映像シーン毎に階調特性を制御し、高画質表示を実現
する液晶表示装置を提供することにある。
【００１１】
本発明の他の目的は、入力される映像信号がテレビ放送や DVD等の動画表示、 OA用とのテ
キスト表示のそれぞれに対応した階調特性を実現する液晶表示装置を提供することにある
。
【００１２】
本発明の他の目的は、端子の数を増加することなく、階調のつぶれを無くし、フレーム毎
や映像シーン毎に階調特性を制御を行うための階調特性の設定を行う液晶表示装置を提供
することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
上記問題を解決するため、本発明の液晶表示装置においては、複数のマトリックス状に配
列された画素部を有する液晶パネルと、液晶パネルに液晶階調電圧を出力するデータドラ
イバ回路と、システム装置から供給される表示制御信号及び２Ｎ （Ｎは正の整数）階調を
表す表示データを該データドライバ回路と該走査ドライバ回路を駆動するための液晶制御
信号及び液晶表示データに変換する液晶制御回路と、データドライバに複数のレベルの基
準電圧を供給する電源回路とを有しており、上記データドライバ回路は、液晶表示データ
と液晶階調電圧との対応関係を保持する階調制御レジスタ回路と、電源回路から供給され
る複数の基準電圧から２Ｎ レベルの電圧を生成し、階調制御レジスタ回路に保持された前
記液晶表示データと前記液晶階調電圧との対応関係に基づき、生成された２Ｎ レベルの電
圧から階調生成基準電圧を選択する。
【００１４】
つまり、外部から入力される表示データの輝度分布等を液晶表示データと液晶階調電圧と
の対応関係として、これに基づき、データドライバが階調電圧を生成するための基準とな
る階調生成基準電圧を決定し、これに基づき階調電圧を生成する。
【００１５】
また、外部から入力される表示データの輝度分布等の液晶表示データと液晶階調電圧との
対応関係は、各フレーム毎に変化するため、各フレーム毎にこの対応関係を更新し、輝度
分布の元となる表示データを、これによって決定された階調生成基準電圧に基づいて、階
調電圧に変換して、液晶パネルに印加する構成とした。
【００１６】
また、前記階調制御レジスタは、液晶コントローラから表示データを転送するデータバス
を用いて設定可能とし、画像データに対応して液晶コントローラから階調制御を行う。
【００１７】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の第 1の実施例について図１から図２０を用いて説明する。
【００１８】
図１は本発明を適用した液晶パネル駆動回路の構成図であり、１２８０×ＲＧＢ×１０２
４の液晶パネルをＲＧＢ各２５６階調、１６３８４００色表示を行う場合の液晶ディスプ
レイの構成を示す。１００はシステム装置から転送されてきた表示信号郡、１は表示信号
群１００を液晶ドライバの同期信号、表示データに変換する液晶コントローラ、２はデー
タ同期クロック、３は有効データスタート信号、４はデータ水平同期信号、５は表示デー
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タ、６は、走査ドライバ制御信号群、７－１から７－８は２５６階調、出力数４８０本の
データドライバで、７－１から７－８の８個で液晶パネルを駆動する。８は電源回路で液
晶を駆動する階調電圧の正極性基準電圧１７、負極性基準電圧１８を生成し、９は液晶を
走査する走査ドライバ、１０は解像度１２８０×ＲＧＢ×１０２４の液晶パネルである。
【００１９】
また、１１はレジスタ制御回路、１２はレジスタ１３を制御するレジスタ制御信号郡、１
４はレジスタ出力信号で階調電圧生成回路１５を制御する。なお、レジスタ１３は液晶表
示データと液晶階調電圧との対応関係を保持する。対応関係については、図１３等を用い
て後述する。１６は階調電圧生成回路１５で生成した正極性、負極性それぞれ２５６階調
の階調電圧信号郡、１９は交流の極性を制御する交流化信号である。また、２０はシフト
レジスタ、２２はシフトレジスタ２０で生成したシフトクロック２１により表示データ５
を順次ラッチするデータラッチ回路、２４はデータラッチ回路２２の出力データ２３をデ
ータ水平同期信号４で全出力を同時にラッチするデータラッチ回路、２６はデータラッチ
回路２４の出力データ２５と交流化信号１９に基づいて階調電圧信号郡１６から階調電圧
を選択する階調電圧選択回路、２８は階調電圧選択回路２６で選択した選択階調電圧２７
をバッファ回路でバッファして出力する出力バッファ回路であり、２９－１から２９－８
は１２８０×ＲＧＢ×１０２４の液晶パネル１０を駆動する階調駆動電圧、３０は走査電
圧である。
【００２０】
図２、図３は、ドット反転駆動の液晶パネルの交流極性を示す図、図４は液晶ディスプレ
イの駆動タイミングを示す図、図５は階調電圧生成回路の構成図、図６、図７、図８は階
調電圧生成回路の選択回路の構成図である。図９は階調制御レジスタの仕様を示す図、図
１０はデータバスの構成を示す図、図１１はレジスタ制御回路、階調制御レジスタの構成
図、図１２は、階調制御レジスタの書込みタイミングを示す図、、図１３から図１８は階
調制御の内容を示す図、図１９、図２０は液晶コントローラの構成図である。
【００２１】
図２に示すように、本実施例は、隣接する画素が互いに交流極性が逆となるドット反転駆
動を行うため、図３に示すように隣接するデータドライバの出力端子は、互いに逆となる
。
【００２２】
次に、これらの表示動作について説明する。図１において、液晶コントローラ１は図示し
ないパーソナルコンピュータ等のシステム装置から表示信号群１００を受け取り、液晶を
駆動するデータドライバ７－１から７－８、走査ドライバ９のタイミングに信号を変換す
る。液晶コントローラ１では、２Ｎ 階調（Ｎは正の整数）（ＲＧＢ２５６階調）表示を行
うため、ＲＧＢ各Ｎビット（８ビット）を２画素パラレルにしてシリアルに４８ビットの
データバスを用いて表示データを転送し、データドライバ７－１から７－８では、データ
取り込みクロック２で順次ＲＧＢ２画素づつ表示データを取り込む。このデータ取り込み
のタイミングを図１、図４を用いて説明する。データ取り込みクロック２に同期して転送
される表示データ５は、表示データが有効となるタイミングで液晶コントローラ１が有効
データスタート信号３を出力し、１段目のデータドライバ７－１が表示データの取り込み
を開始する。データドライバ７－１はＲＧＢ２画素づつ表示データを取り込み、８０クロ
ックで４８０出力分の表示データを取り込みを完了する。データドライバ７－１は、自段
の表示データの取り込みが終わると、次段のデータドライバ７－２に対して有効データス
タート信号３１－１を出力し、データドライバ７－２が表示データ取り込みを開始する。
以降のデータドライバ７－３から７－８も同様な動作を繰り返すことで、１ラインの表示
データをデータラッチ回路Ａ２２に取り込む。
【００２３】
次に、データラッチ回路Ａ２２の１ラインの表示データを全て同時にデータ水平同期信号
４でデータラッチ回路Ｂ２４にラッチし、各出力の表示データ、交流化信号１９に対応し
た階調電圧１６を階調電圧選択回路２６で選択して、出力バッファ回路２８でバッファし
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て階調駆動電圧２９－１から２９－８を１ライン同時に出力する。
【００２４】
一方、走査ドライバ９は、液晶コントローラ１で生成されたフレーム同期信号ＦＬＭのタ
イミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン目のゲート線を選択し、走査水平
同期信号ＣＬ３に同期して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択する。走査水
平同期信号ＣＬ３の１０２４クロックで順次１０２４ラインを選択し、次のフレーム同期
信号ＦＬＭが有効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このようにフレーム周期
で１０２４ラインを選択する動作を繰り返すことで線順次選択動作を行い、データドライ
バ７－１から７－８によって液晶パネル１０のデータ線に階調駆動電圧２９－１から２９
－８が出力され、表示データに対応した表示を実現する。
【００２５】
次に、階調制御の動作について説明する。階調電圧１６は、電源回路８で生成された正極
性階調基準電圧１７のＶ０からＶ８の９レベル、負極性階調基準電圧１８のＶ９からＶ１
７の９レベルから階調電圧生成回路１５で正極性階調電圧２Ｎ （２５６）レベル、負極性
階調２Ｎ （２５６）レベルが生成される。図５、図６、図７、図８は階調電圧生成回路１
５の内部構成図で、２０１－１、２０１－２は正極性と負極性の基準電圧生成回路、２０
２－１、２０２－２は正極性、負極性の基準電圧１７、１８から生成した選択基準電圧で
、正極性、負極性それぞれ基準電圧ＶＳ０からＶＳ２５５の２５６レベルの電圧となる。
２０３－１、２０３－２は基準電圧２０２－１、２０２－２からそれぞれ基準電圧を選択
する回路で、２０４－１、２０４－２は階調生成基準電圧で、２０５－１、２０５－２は
階調生成基準電圧２０４－１、２０４―２から液晶パネルを駆動するそれぞれ２５６階調
（ＶＧ０からＶＧ２５５）の階調電圧１６を生成する階調電圧生成回路である。
【００２６】
次に、階調電圧生成動作について、各回路の動作を説明する。基準電圧生成回路２０１－
１、２０１―２は、入力基準電圧が正極性１７、負極性１８と異なるが同様な回路であり
、図６に示すように、Ｖ０とＶ１の間を３２分圧してＶＳ０からＶＳ３１までの３２レベ
ルの選択基準電圧を生成し、Ｖ１とＶ２の間も同様にして３２分圧してＶＳ３２からＶＳ
６３までの３２レベルの選択基準電圧を生成する。Ｖ２からＶ８の基準電圧の間を同様に
選択基準電圧を生成することで、ＶＳ０からＶＳ２５５の２５６レベルの選択基準電圧２
０２－１を生成する。負極性の基準電圧１８（Ｖ９からＶ１７）に対しても同様に基準電
圧生成回路２０１―２で２５６レベルの選択基準電圧２０２－２を生成する。選択回路２
０３―１、２０３―２では、階調電圧生成回路２０５―１、２０５―２で階調電圧を生成
するための基準電圧を選択基準電圧２０２－１、２０２―２の中から選択する動作を行う
。
【００２７】
図６において、階調電圧生成回路２０５は基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂの間を分圧して階調
電圧を生成する。階調電圧ＶＧ０からＶＧ３１の３２レベルは、基準電圧Ｖ０と選択回路
２０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１Ｂの間を３２分圧して生成する。階調電圧ＶＧ３
２からＶＧ６３の３２レベルは、選択回路２０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１ＢとＶ
２Ｂの間を３２分圧して生成する。同様にして、Ｖ２ＢからＶ７Ｂの間を分圧することで
ＶＧ６４からＶＧ２２３の階調電圧を生成する。階調電圧ＶＧ２２４からＶＧ２５５の３
２レベルは、選択回路２０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１Ｂと基準電圧Ｖ８との間を
３２分圧して生成する。階調電圧生成回路２０５―２でも同様にして負極性の階調電圧Ｖ
Ｇ０からＶＧ２５５を生成する。従って、選択回路２０３―１、２０３―２で、階調制御
信号１４によって階調生成基準電圧２０４―１、２０４―２の電圧選択を制御することで
階調電圧を制御することができる。
【００２８】
図６において、バッファアンプ２０６は選択電圧をバッファして、階調生成基準電圧Ｖ１
ＢからＶ７Ｂを階調電圧生成回路２０５に接続する。例えば、階調生成基準電圧Ｖ１Ｂは
、選択基準電圧ＶＳ０、ＶＳ１からＶＧ６３までの６４レベルから１レベルを選択するこ

10

20

30

40

50

(7) JP 3651371 B2 2005.5.25



とで生成される。また、階調生成基準電圧Ｖ２Ｂは、選択基準電圧ＶＳ０、ＶＳ２からＶ
Ｇ１２６までの６４レベルから１レベルを選択することで生成される。同様に、階調生成
基準電圧Ｖ３Ｂは、選択基準電圧ＶＳ３２、ＶＳ３４からＶＧ１５８までの６４レベルか
ら１レベルを選択することで生成され、階調生成基準電圧Ｖ４Ｂは、選択基準電圧ＶＳ６
４、ＶＳ６６からＶＧ１９０までの６４レベルから１レベルを選択することで生成され、
階調生成基準電圧Ｖ５Ｂは、選択基準電圧ＶＳ９８、ＶＳ１００からＶＧ２２４までの６
４レベルから１レベルを選択することで生成され、階調生成基準電圧Ｖ６Ｂは、選択基準
電圧ＶＳ１２９、ＶＳ１３１からＶＧ２５５までの６４レベルから１レベルを選択するこ
とで生成され、階調生成基準電圧Ｖ７Ｂは、選択基準電圧ＶＳ１９２、ＶＳ１９３からＶ
Ｇ２５５までの６４レベルから１レベルを選択することで生成される。
【００２９】
また、図６の２０７、２０８は選択回路で、基準電圧Ｖ０、Ｖ８をそれぞれ選択する回路
で、図７、図８に内部構成図を示す。図７において、階調電圧生成回路２０５の階調電圧
ＶＧ８、ＶＧ１６、ＶＧ２４、ＶＧ４０、ＶＧ４８、ＶＧ５６にＢ１からＢ６が接続され
ており、選択信号１４によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに基準電圧Ｖ０
が接続される。図８も同様に階調電圧生成回路２０５の階調電圧ＶＧ２００、ＶＧ２０８
、ＶＧ２１６、ＶＧ２３２、ＶＧ２４０、ＶＧ４８にＷ６からＷ１が接続されており、選
択信号１４によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに基準電圧Ｖ８が接続され
る。この選択回路２０７、２０８によって、階調電圧生成回路２０５は低階調領域が基準
電圧Ｖ０の電圧レベル、高階調領域が基準電圧Ｖ８の電圧レベルに固定されることになる
。
【００３０】
次に、階調制御レジスタの構成及び動作について説明する。階調制御レジスタ１３は、４
８ビットのデータバスの内３６ビットを用いて液晶コントローラ１から設定データの書込
みを行う。図９は階調制御レジスタのビット構成、図１０はデータバスのビット構成を示
す。図９に示すように、階調制御レジスタは６ビットレジスタ１０個で構成し、ＮＯ．１
からＮＯ．９のＢ１からＢ６、Ｗ１からＷ６の設定、Ｖ１ＢからＶ７Ｂの設定を行うレジ
スタとＮＯ．１０の制御レジスタで構成されている。図１０に示すように、データバスの
ＲＧＢ各８ビット２画素のＲＯ［７：０］、ＲＥ［７：０］、ＧＯ［７：０］、ＧＥ［７
：０］、ＢＯ［７：０］、ＢＥ［７：０］の４８ビットの内、ＲＯ［５：０］、ＲＥ［５
：０］、ＧＯ［５：０］、ＧＥ［５：０］、ＢＯ［５：０］、ＢＥ［５：０］の３６ビッ
トをポート０からポート５に割り当てる。制御レジスタはポート５に割り当て、他のレジ
スタを図９に示すポート０からポート４に割り当て、制御レジスタのＰ０からＰ４ビット
で各階調制御レジスタの書込みが有効か無効かを設定し、ＲＳビットで同一ポートに割り
当てられた階調制御レジスタの選択を行う。このようなレジスタ構成により、２回の書込
みで全ての階調制御レジスタを設定することができる。
【００３１】
次に、階調制御レジスタの書込み動作及び回路構成について説明する。図１１は階調制御
レジスタの回路構成図、図１２は書込みタイミングを示す図である。データバスは表示デ
ータの転送を行うことから、表示データの転送が有効でない水平帰線期間のデータ水平同
期信号４の立ち上がりエッジでデータを取り込みを行うことで、データバスの共有ができ
、データドライバの入力端子数が増加しないで、階調制御レジスタの設定を実現する。ま
た、図１１に示すように、ポート０からポート４に割り当てられたデータバス３０ビット
を各９個の階調制御レジスタに接続し、ポート５の制御レジスタのＰ０からＰ４ビットと
ＲＳビットの条件により有効にすることで階調制御レジスタの書込みを実現できる。
【００３２】
以上のように、階調制御レジスタに設定データを書込むことで、階調電圧生成回路の階調
生成基準電圧を設定することで、データ変換制御のように階調つぶれのない階調制御を実
現できる。
【００３３】
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次に、本発明により実現する階調制御について、図１３から図１８を用いて説明する。
【００３４】
図１３はヒストグラム伸長制御を行った場合の階調制御を示している。３２階調毎の表示
画面の０から２５５階調レベルの輝度分布を調べ、０から３１階調の画素が少ないと判定
される場合、０から３１階調のコントラストを低下させ、３２から２５５階調のコントラ
ストを高くすることで、画面全体のコントラストが向上する。
【００３５】
また、図１４では、３２階調毎の表示画面の０から２５５階調レベルの輝度分布を調べ、
２２４から２５５階調の画素が少ないと判定される場合、２２４から２５５階調のコント
ラストを低下させ、０から２２３階調のコントラストを高くすることで、画面全体のコン
トラストが向上する。
【００３６】
また、図１５では、３２階調毎の表示画面の０から２５５階調レベルの輝度分布を調べ、
０から３１階調と２２４から２５５階調の画素が少ないと判定される場合、０から３１階
調と２２４から２５５階調のコントラストを低下させ、３２から２２３階調のコントラス
トを高くすることで、画面全体のコントラストが向上する。
【００３７】
このように、ヒストグラム伸長制御は、表示画面の画素の輝度分布を調べ、低階調又は高
階調領域の画素が少ない場合は、画素が少ない領域のコントラストを低下させ、画素が多
数有る領域のコントラストを高くすることで、画面全体のコントラスト向上を実現する。
【００３８】
本実施例では、画面全体のコントラストを向上させるため、表示データ自身の階調レベル
を変換するのではなく、階調電圧を生成するための階調生成基準電圧を変換し、これに基
づいて階調電圧を生成している。
【００３９】
つまり、ヒストグラム伸長制御を行うため、１フレーム毎のヒストグラムを液晶表示デー
タと液晶階調電圧との対応関係としてレジスタ１３に設定する。そして、階調電圧生成回
路１６においては、電源回路８から供給される基準電圧１７，１８から２５６レベルの基
準電圧を生成し、レジスタ１３に記憶された対応関係に基づいて、電源回路８から供給さ
れる基準電圧１７、１８に変わる階調生成基準電圧を決定する。具体的には、図１３の場
合には階調３２から２５５までをリニアに変化させるべく、階調生成基準電圧Ｖ１Ｂから
Ｖ７Ｂを設定することになる。例えば、階調０－３１までは階調電圧を０とする必要があ
るため、階調生成基準電圧Ｖ１ＢとＶ２Ｂはいずれも０とし、残るＶ３ＢからＶ７Ｂによ
り、階調０から２５５までリニアに変化するように、Ｖ３ＢからＶ７Ｂでは均等に電圧あ
げるように設定するように階調生成基準電圧を決定する必要がある。同様に図１４におい
ても、階調生成電圧の決定を２２３階調から２５５階調間は、２５５階調に対応する階調
電圧が得られ、その他の階調はリニアに変化するように階調生成基準電圧を決定する。図
１５においても、階調生成基準電圧の決定は、図１５に示されたグラフのように階調電圧
が得られるように決定される。
【００４０】
図１３から図１５の例では、３２階調毎の輝度分布を調べているが、１６階調毎や８階調
毎の輝度分布を調べることで、より細かくヒストグラム伸長制御が可能となり、高画質化
を実現できる。
【００４１】
また、ヒストグラム伸長制御は、本実施例では、液晶コントローラ１で輝度分布を調べ、
その結果を基に階調制御レジスタＮＯ．１、ＮＯ．２のＢ１からＢ６、Ｗ１からＷ６を設
定することで８階調毎に低階調領域または高階調領域の電圧をＶ０（ＶＧ０）、Ｖ８（Ｖ
Ｇ２５５）に固定することができ、容易に実現できる。
【００４２】
次に、図１６、図１７を用いてはガンマ曲線制御を行った場合の階調制御について説明す
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る。図１６はガンマ曲線がγ＝１．８の曲線をγ＝２．２に制御する階調制御を示してい
る。一般にガンマ曲線のガンマ係数が大きくなると高階調領域のコントラストが高くなり
、ガンマ係数が小さくなると低階調領域のコントラストが高くなる。図１３、図１４、図
１５で示した輝度分布に基づいて、高階調領域の画素分布が多い場合はガンマ係数を大き
くし、逆に、低階調領域の画素分布が多い場合はガンマ係数を小さくなるように、階調制
御レジスタを設定する。また、ガンマ変換がなされてない表示データに対して逆ガンマ変
換を行うことで高画質表示を実現する。図１６は、ガンマ係数γ＝１．８の階調曲線をガ
ンマ係数γ＝２．２に変換する階調制御の例を示している。また図１７はガンマ係数γ＝
２．４の階調曲線をガンマ係数γ＝２．２に変換する階調制御の例を示している。
【００４３】
このように、ガンマ曲線制御は、テレビ放送やＤＶＤ等の動画表示の場合とＯＡ用途のテ
キストやドキュメントの表示の場合で最適なガンマ曲線が異なる場合に、ガンマ曲線を制
御することで画面全体のコントラスト、見栄えの向上を実現する。
【００４４】
また、ガンマ曲線制御は、本実施例では、液晶コントローラ１で入力される映像信号がテ
レビ放送やＤＶＤ等の動画表示か、ＯＡ用途のテキストやドキュメントの表示かを判定し
、その結果を基に階調制御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して
、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを設定することでガンマ曲線の階調制御を行い任意
のガンマ曲線の設定を容易に実現できる。
【００４５】
次に、図１８を用いいて、イコライズ伸長制御について説明する。
【００４６】
図１８はイコライズ伸長制御を行った場合の階調制御を示しており、３２階調毎の表示画
面の０から２５５階調レベルの輝度分布を調べ、平均の画素分布数より多い階調領域のコ
ントラストを高くすることで、画面全体のコントラストが向上する。階調領域３２から６
３の画素数は平均画素数よりも多いため、階調領域３２から６３のコントラストを高くし
、逆に階調領域１２８から１５９の画素数は平均画素数よりも少ないため、階調領域１２
８から１５９はコントラストを低くする。このように、各階調領域の画素分布に従ってコ
ントラストを高くまた低くすることで、画面全体のコントラスト、見栄えの向上を実現す
る。
【００４７】
このように、イコライズ伸長制御は、表示画面の画素の輝度分布を調べ、画素が少ない領
域のコントラストを低下させ、画素が多い領域のコントラストを高くすることで、画面全
体のコントラスト向上を実現する。
【００４８】
また、イコライズ伸長制御は、本実施例では、液晶コントローラ１で輝度分布を調べ、そ
の結果を基に階調制御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して、階
調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを設定することでイコライズ伸長制御の階調制御を行い
階調領域毎のコントラスト制御の設定を容易に実現できる。
【００４９】
次に、上記階調制御を行う液晶コントローラの構成について、図１９、図２０を用いて説
明する。図１９に示す３０１は液晶駆動制御回路で、表示信号群１００から液晶パネル駆
動用のデータ同期クロック２、有効データスタート信号３、データ水平同期信号４、交流
化信号１９を生成する。３０２は映像解析回路で、表示信号群１００の表示データの輝度
分布（ヒストグラム）、平均輝度、ガンマ曲線等の映像情報を解析し、解析データを階調
制御判定回路３０３に出力する。階調制御判定回路３０３では、映像の解析データに基づ
いて、階調制御を決定し、設定データ生成回路３０４でデータドライバ７―１から７―８
の階調制御レジスタに設定する設定データ３０６を生成する。設定データ３０６と表示デ
ータ３０５は、図１２に示したタイミングで選択信号３０８によって選択回路３０７で切
換えることで、データバスを共有することができる。
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【００５０】
本実施例では、画面全体のコントラストを向上させるため、表示データ自身の階調レベル
を変換するのではなく、階調電圧を生成するための階調生成基準電圧を変換し、これに基
づいて階調電圧を生成している。
【００５１】
つまり、イコライズ伸長制御を行うため、１フレーム毎の表示データを複数の輝度領域毎
に画素数をカウントしてヒストグラムを作成し、複数の輝度領域毎にカウントされる画素
分布数の平均値と、カウントされる各輝度領域の画素分布数との差分を液晶表示データと
液晶階調電圧との対応関係としてレジスタ１３に設定する。そして、階調電圧生成回路１
６においては、電源回路８から供給される基準電圧１７，１８から２５６レベルの基準電
圧を生成し、レジスタ１３に記憶された対応関係に基づいて、電源回路８から供給される
基準電圧１７、１８に変わる階調生成基準電圧を決定するこのように、液晶コントローラ
で映像を解析して、データドライバの階調制御レジスタの設定を変更することで、動画の
フレーム毎や映像シーン毎に階調制御を行うことができる。
【００５２】
図２０は、液晶コントローラ以外のシステム装置で映像の解析を行い階調制御信号を液晶
コントローラに転送して、液晶コントローラで階調制御レジスタの設定データ生成を行う
場合の構成を示している。図２０に示す４０１は液晶駆動制御回路で、表示信号群１００
から液晶パネル駆動用のデータ同期クロック２、有効データスタート信号３、データ水平
同期信号４、交流化信号１９を生成する。４００はパーソナルコンピュータ等のシステム
装置で、表示する映像の輝度分布（ヒストグラム）、平均輝度、ガンマ曲線等の解析結果
やユーザ設定情報に基づいて階調制御の指示を行う階調制御信号４０２を液晶コントロー
ラ１に転送する。液晶コントローラ１は、階調制御判定回路４０３でシステム装置４００
からの階調制御信号４０２の指示にしたがって、階調制御を決定し、設定データ生成回路
４０４でデータドライバ７―１から７―８の階調制御レジスタに設定する設定データ４０
６を生成する。設定データ４０６と表示データ４０５は、図１２に示したタイミングで選
択信号４０８によって選択回路４０７で切換えることで、データバスを共有することがで
きる。このように、システム装置で映像を解析して、液晶コントローラでデータドライバ
の階調制御レジスタの設定を変更することで、動画のフレーム毎や映像シーン毎に階調制
御を行うことができる。
【００５３】
尚、本実施例では、２５６階調表示に対応して、基準電圧を正極性、負極性それぞれ９本
に設定したが、これに限ったものではなく、正極性、負極性それぞれ５本に設定した場合
も、同様に階調制御が実現できる。また、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを３２階調
毎に設定したが、これに限ったものではなく、１６階調毎に設定した場合でも同様に階調
制御が実現できる。
【００５４】
次に、本発明の第２の実施例について図９から図１８、図２１から図２９を用いて説明す
る。
【００５５】
第２の実施例は、コモン反転駆動を行い、６４階調のデータドライバを用いてＦＲＣ制御
によって２Ｎ （２５６）階調表示実現するところが、第１の実施例と異なる。
【００５６】
図２１は本発明を適用した液晶パネル駆動回路の構成図であり、１２８０×ＲＧＢ×１０
２４の液晶パネルをＦＲＣ制御によりＲＧＢ各２５６階調、１６３８４００色表示を行う
場合の液晶ディスプレイの構成を示す。１００はシステム装置から転送されてきた表示信
号郡、１０１は表示信号群１００を液晶ドライバの同期信号、表示データに変換する液晶
コントローラ、１０２はデータ同期クロック、１０３は有効データスタート信号、１０４
はデータ水平同期信号、１０５は表示データ、１０６は、走査ドライバ制御信号群、１０
７－１から１０７－８は６４階調、出力数４８０本のデータドライバで、１０７－１から
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１０７－８の８個で液晶パネルを駆動する。１０８は電源回路で液晶を駆動する階調電圧
の正極性基準電圧１３１、負極性基準電圧１３２、正極性コモン電圧１４１、負極性コモ
ン電圧１４２を生成し、１０９は液晶を走査する走査ドライバ、１１０は解像度１２８０
×ＲＧＢ×１０２４の液晶パネルである。また、１１１はレジスタ制御回路、１１２はレ
ジスタ１１３を制御するレジスタ制御信号郡、１１４はレジスタ出力信号で階調電圧生成
回路１１５を制御する。１１６は階調電圧生成回路１５で生成した正極性または負極性そ
れぞれ６４階調の階調電圧信号郡、１１９は交流の極性を制御する交流化信号である。１
３３は正極性基準電圧１３１、負極性基準電圧１３２を交流化信号１１９で切換える切換
え回路、１４３は正極性コモン電圧１４１、負極性コモン電圧１４２を交流化信号１１９
で切換える切換え回路である。また、１２０はシフトレジスタ、１２２はシフトレジスタ
１２０で生成したシフトクロック１２１により表示データ１０５を順次ラッチするデータ
ラッチ回路、１２４はデータラッチ回路１２２の出力データ１２３をデータ水平同期信号
１０４で全出力を同時にラッチするデータラッチ回路、１２６はデータラッチ回路１２４
の出力データ１２５に基づいて階調電圧信号郡１１６から階調電圧を選択する階調電圧選
択回路、１２８は階調電圧選択回路１２６で選択した選択階調電圧１２７をバッファ回路
でバッファして出力する出力バッファ回路であり、１２９－１から１２９－８は１２８０
×ＲＧＢ×１０２４の液晶パネル１１０を駆動する階調駆動電圧、１３０は走査電圧であ
る。
【００５７】
図２２、図２３は、コモン反転駆動の液晶パネルの交流極性を示す図、図２４は液晶ディ
スプレイの駆動タイミングを示す図、図２５は階調電圧生成回路の構成図、図２６、図２
７、図２８は階調電圧生成回路の選択回路の構成図である。図２９は液晶コントローラの
構成図である。
【００５８】
図２２に示すように、本実施例は、同一ラインの画素は交流極性が同じで、隣接するライ
ンンの画素が互いに交流極性が逆となるコモン反転駆動を行うため、図２３に示すように
隣接するラインの交流極性は逆となり、これに同期して液晶の対抗電極の電圧であるコモ
ン電圧（Ｖｃｏｍ）を反転することで交流駆動を行う。
【００５９】
次に、これらの表示動作について説明する。図２１において、液晶コントローラ１０１は
図示しないパーソナルコンピュータ等のシステム装置からＲＧＢ各８ビット２５６階調、
１６３８４００色表示の表示信号群１００を受け取り、液晶を駆動するデータドライバ１
０７－１から１０７－８、走査ドライバ１０９のタイミングに信号を変換する。液晶コン
トローラ１０１では、データドライバ７―１から７―８が６４階調の電圧を生成すること
から、ＲＧＢ各８ビットをＦＲＣ制御した６ビットの表示データに変換して２５６階調表
示を行う。ＦＲＣ制御は異なる階調電圧をフレーム毎に印加することで、その中間の階調
を表示する方式である。従って、液晶コントローラ１０１は、電圧による電圧階調０から
６３の間に３階調づつ、電圧階調６２と６３の間はＦＲＣ制御によるＦＲＣ階調を６階調
として、２５６階調表示を行う。
【００６０】
そして、液晶コントローラ１０１では、ＲＧＢ各６ビットを２画素パラレルにしてシリア
ルに３６ビットのデータバスを用いて表示データを転送し、データドライバ１０７－１か
ら１０７－８では、データ取り込みクロック１０２で順次ＲＧＢ２画素づつ表示データを
取り込む。
【００６１】
このデータ取り込みのタイミングを図２１、図２４を用いて説明する。データ取り込みク
ロック１０２に同期して転送される表示データ１０５は、表示データが有効となるタイミ
ングで液晶コントローラ１０１が有効データスタート信号１０３を出力し、１段目のデー
タドライバ１０７－１が表示データの取り込みを開始する。データドライバ１０７－１は
ＲＧＢ２画素づつ表示データを取り込み、８０クロックで４８０出力分の表示データを取
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り込みを完了する。データドライバ１０７－１は、自段の表示データの取り込みが終わる
と、次段のデータドライバ１０７－２に対して有効データスタート信号１３４－１を出力
し、データドライバ１０７－２が表示データ取り込みを開始する。以降のデータドライバ
１０７－３から１０７－８も同様な動作を繰り返すことで、１ラインの表示データをデー
タラッチ回路Ａ１２２に取り込む。
【００６２】
次に、データラッチ回路Ａ１２２の１ラインの表示データを全て同時にデータ水平同期信
号１０４でデータラッチ回路Ｂ１２４にラッチし、各出力の表示データ１２５に対応した
階調電圧１１６を階調電圧選択回路１２６で選択して、出力バッファ回路１２８でバッフ
ァして階調駆動電圧１２９－１から１２９－８を１ライン同時に出力する。
【００６３】
一方、走査ドライバ１０９は、液晶コントローラ１０１で生成されたフレーム同期信号Ｆ
ＬＭのタイミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン目のゲート線を選択し、
走査水平同期信号ＣＬ３に同期して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択する
。走査水平同期信号ＣＬ３の１０２４クロックで順次１０２４ラインを選択し、次のフレ
ーム同期信号ＦＬＭが有効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このようにフレ
ーム周期で１０２４ラインを選択する動作を繰り返すことで線順次選択動作を行い、デー
タドライバ１０７－１から１０７－８によって液晶パネル１１０のデータ線に階調駆動電
圧１２９－１から１２９－８が出力され、表示データに対応した表示を実現する。
【００６４】
次に、階調制御の動作について説明する。階調電圧１１６は、電源回路１０８で生成した
正極性基準電圧１３１と負極性基準電圧１３２を切換え回路１３３で交流化信号１１９で
切換え、基準電圧１１７としてＶ０からＶ８の９レベルを階調電圧生成回路１１５に入力
する。
【００６５】
この時、切換え回路１４３では、図２３に示すように、正極性の階調電圧が印加される場
合と負極性の階調電圧が印可される場合に対応して、交流化信号１１９でコモン電圧を切
換え、液晶パネル１１０のコモン電極を駆動する。階調電圧生成回路１１５では、基準電
圧１１７のＶ０からＶ８の９レベルから６４レベルの階調電圧１６を生成するが、基準電
圧１１７が正極性の場合は正極性の階調電圧、負極性の場合は負極性の階調電圧のどちら
かが生成される。
【００６６】
図２５、図２６、図２７、図２８は階調電圧生成回路１１５の内部構成図で、５０１は基
準電圧生成回路、５０２は選択基準電圧で基準電圧ＶＳ０からＶＳ６３の６４レベルの電
圧となる。５０３は選択基準電圧５０２から基準電圧を選択する回路で、５０４は階調生
成基準電圧で、５０５は階調生成基準電圧５０４から液晶パネルを駆動する６４階調（Ｖ
Ｇ０からＶＧ６３）の階調電圧１１６を生成する階調電圧生成回路である。
【００６７】
次に、階調電圧生成動作について、各回路の動作を説明する。基準電圧生成回路５０１は
、図２６に示すように、Ｖ０とＶ１の間を８分圧してＶＳ０からＶＳ７までの８レベルの
選択基準電圧５０２を生成し、Ｖ１とＶ２の間も同様にして８分圧してＶＳ８からＶＳ１
５までの８レベルの選択基準電圧を生成する。Ｖ２からＶ８の基準電圧の間を同様に選択
基準電圧を生成することで、ＶＳ０からＶＳ６３の６４レベルの選択基準電圧５０２を生
成する。選択回路５０３では、階調電圧生成回路５０５で階調電圧を生成するための基準
電圧を選択基準電圧５０２の中から選択する動作を行う。
【００６８】
図２６において、階調電圧生成回路５０５は基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂの間を分圧して階
調電圧を生成する。階調電圧ＶＧ０からＶＧ７の８レベルは、基準電圧Ｖ０と選択回路５
０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１Ｂの間を８分圧して生成する。階調電圧ＶＧ８から
ＶＧ１５の８レベルは、選択回路５０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１ＢとＶ２Ｂの間
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を８分圧して生成する。同様にして、Ｖ２ＢからＶ７Ｂの間を分圧することでＶＧ１６か
らＶＧ５５の階調電圧を生成する。階調電圧ＶＧ５６からＶＧ６３の８レベルは、選択回
路５０３で選択した階調生成基準電圧Ｖ１Ｂと基準電圧Ｖ８との間を８分圧して生成する
。従って、選択回路５０３で、階調制御信号１１４によって階調生成基準電圧５０４の電
圧選択を制御することで階調電圧を制御することができる。図２６において、バッファア
ンプ５０６は選択電圧をバッファして、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを階調電圧生
成回路５０５に接続する。例えば、階調生成基準電圧Ｖ１Ｂは、選択基準電圧ＶＳ０、Ｖ
Ｓ１からＶＧ３１までの３２レベルから１レベルを選択することで生成される。また、階
調生成基準電圧Ｖ２Ｂは、選択基準電圧ＶＳ０、ＶＳ１からＶＧ３１までの３２レベルか
ら１レベルを選択することで生成する。同様に、階調生成基準電圧Ｖ３Ｂは、選択基準電
圧ＶＳ８、ＶＳ９からＶＧ３９までの３２レベルから１レベルを選択することで生成し、
階調生成基準電圧Ｖ４Ｂは、選択基準電圧ＶＳ１６、ＶＳ１７からＶＧ４７までの３２レ
ベルから１レベルを選択することで生成し、階調生成基準電圧Ｖ５Ｂは、選択基準電圧Ｖ
Ｓ２５、ＶＳ２６からＶＧ５６までの３２レベルから１レベルを選択することで生成し、
階調生成基準電圧Ｖ６Ｂは、選択基準電圧ＶＳ３２、ＶＳ３３からＶＧ６３までの３２レ
ベルから１レベルを選択することで生成し、階調生成基準電圧Ｖ７Ｂは、選択基準電圧Ｖ
Ｓ３２、ＶＳ３３からＶＧ６３までの３２レベルから１レベルを選択することで生成する
。
【００６９】
また、図２６の５０７、５０８は選択回路で、基準電圧Ｖ０、Ｖ８をそれぞれ選択する回
路で、図２７、図２８に内部構成図を示す。図２７において、階調電圧生成回路５０５の
階調電圧ＶＧ２、ＶＧ４、ＶＧ６、ＶＧ１０、ＶＧ１２、ＶＧ１４にＢ１からＢ６が接続
されており、選択信号１１４によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに基準電
圧Ｖ０が接続される。図２８も同様に階調電圧生成回路５０５の階調電圧ＶＧ５０、ＶＧ
５２、ＶＧ５４、ＶＧ５８、ＶＧ６０、ＶＧ６２にＷ６からＷ１が接続されており、選択
信号１１４によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに基準電圧Ｖ８が接続され
る。この選択回路５０７、５０８によって、階調電圧生成回路５０５は低階調領域が基準
電圧Ｖ０の電圧レベル、高階調領域が基準電圧Ｖ８の電圧レベルに固定されることになる
。
【００７０】
次に、階調制御レジスタの構成及び動作について説明する。第２の実施例では、階調制御
レジスタは第 1の実施例と同様な構成となるため、再び図９から図１２を用いて説明する
。階調制御レジスタ１１３は、３６ビットのデータバスを用いて液晶コントローラ１０１
から設定データの書込みを行う。図９は階調制御レジスタのビット構成、図１０はデータ
バスのビット構成を示す。図９に示すように、階調制御レジスタは６ビットレジスタ１０
個で構成し、ＮＯ．１からＮＯ．９のＢ１からＢ６、Ｗ１からＷ６の設定、Ｖ１ＢからＶ
７Ｂの設定を行うレジスタとＮＯ．１０の制御レジスタで構成されている。
【００７１】
図１０に示すように、データバスのＲＧＢ各８ビット２画素のＲＯ［７：０］、ＲＥ［７
：０］、ＧＯ［７：０］、ＧＥ［７：０］、ＢＯ［７：０］、ＢＥ［７：０］の４８ビッ
トの内、ＲＯ［５：０］、ＲＥ［５：０］、ＧＯ［５：０］、ＧＥ［５：０］、ＢＯ［５
：０］、ＢＥ［５：０］の３６ビットをポート０からポート５に割り当てる。但し、第２
の実施例では、ＮＯ．３からＮＯ．９のＶ１ＢからＶ７Ｂの設定レジスタは、３２レベル
の選択回路となるため、Ｄ４からＤ０の５ビットが有効となり、Ｄ５ビットは無効となる
。制御レジスタはポート５に割り当て、他のレジスタを図９に示すポート０からポート４
に割り当て、制御レジスタのＰ０からＰ４ビットで各階調制御レジスタの書込みが有効か
無効かを設定し、ＲＳビットで同一ポートに割り当てられた階調制御レジスタの選択を行
う。このようなレジスタ構成により、２回の書込みで全ての階調制御レジスタを設定する
ことができる。
【００７２】
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また、第２の実施例の階調制御レジスタの書込み動作及び回路構成についても図１１、図
１２に示すように第１の実施例と同様である。
【００７３】
以上のように、階調制御レジスタに設定データを書込むことで、階調電圧生成回路の階調
生成基準電圧を設定することで、データ変換制御のように階調つぶれのない階調制御を実
現できる。
【００７４】
次に、本発明により実現する階調制御について、図１３から図１８を用いて説明する。第
２の実施例では、第１の実施例と同様に階調制御を行うことができる。
【００７５】
図１３、図１４，図１５のヒストグラム伸長制御は、本実施例でも第１の実施例と同様に
、表示画面の画素の輝度分布を調べ、低階調又は高階調領域の画素が少ない場合は、画素
が少ない領域のコントラストを低下させ、画素が多数有る領域のコントラストを高くする
ことで、画面全体のコントラスト向上を実現する。
【００７６】
また、ヒストグラム伸長制御は、本実施例では、液晶コントローラ１０１で輝度分布を調
べ、その結果を基に階調制御レジスタＮＯ．１、ＮＯ．２のＢ１からＢ６、Ｗ１からＷ６
を設定することで８階調毎に低階調領域または高階調領域の電圧をＶ０（ＶＧ０）、Ｖ８
（ＶＧ６３）に固定することができ、容易に実現できる。
【００７７】
また、図１６、図１７に示したガンマ曲線制御についても、第１の実施例同様に階調制御
を行うことができる。本実施例では、液晶コントローラ１０１で入力される映像信号がテ
レビ放送やＤＶＤ等の動画表示か、ＯＡ用途のテキストやドキュメントの表示かを判定し
、その結果を基に階調制御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して
、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを設定することでガンマ曲線の階調制御を行い任意
のガンマ曲線の設定を容易に実現できる。
【００７８】
また、図１８に示したイコライズ伸長制御についても、第１の実施例同様に階調制御を行
うことができる。本実施例では、液晶コントローラ１０１で輝度分布を調べ、その結果を
基に階調制御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して、階調生成基
準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを設定することでイコライズ伸長制御の階調制御を行い階調領域
毎のコントラスト制御の設定を容易に実現できる。
【００７９】
次に、上記階調制御を行う液晶コントローラの構成について、図２９を用いて説明する。
図２９は、液晶ディスプレイのユーザ設定回路により階調制御を指示する階調制御信号と
液晶コントローラで映像データの解析を行った結果に基づいて、階調制御を行う場合の構
成を示している。図２９において、６０１は液晶駆動制御回路で、表示信号群１００から
液晶パネル駆動用のデータ同期クロック１０２、有効データスタート信号１０３、データ
水平同期信号１０４、交流化信号１１９を生成する。また、液晶駆動制御回路６０１では
ＲＧＢ８ビットデータをＦＲＣ制御を行いＲＧＢ６ビットの表示データに変換する。６０
２は映像解析回路で、表示信号群１００の表示データの輝度分布（ヒストグラム）、平均
輝度、ガンマ曲線等の映像情報を解析し、解析データを階調制御判定回路６０３に出力す
る。さらに、６００は液晶ディスプレイに設けたユーザが設定可能なスイッチ等のユーザ
設定回路で、ユーザが階調設定を指示することができる。階調制御判定回路６０３では、
映像解析回路６０２からの映像の解析データと、ユーザ設定回路６００から階調設定を指
示する階調制御信号６０９に基づいて、階調制御を決定し、設定データ生成回路６０４で
データドライバ１０７―１から１０７―８の階調制御レジスタに設定する設定データ６０
６を生成する。設定データ６０６と表示データ６０５は、図１２に示したタイミングで選
択信号６０８によって選択回路６０７で切換えることで、データバスを共有することがで
きる。このように、液晶コントローラで映像を解析して、データドライバの階調制御レジ
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スタの設定を変更することで、動画のフレーム毎や映像シーン毎に、またはユーザの好み
に対応して階調制御を行うことができる。
【００８０】
尚、本実施例では、６４階調表示（ＦＲＣ制御により２５６階調表示）に対応して、基準
電圧を９本に設定したが、これに限ったものではなく、正極性、負極性それぞれ５本に設
定した場合も、同様に階調制御が実現できる。また、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂ
を３２階調毎に設定したが、これに限ったものではなく、１６階調毎に設定した場合でも
同様に階調制御が実現できる。
【００８１】
次に、本発明の第３の実施例について図９から図１８、図３２から図３８を用いて説明す
る。第３の実施例は、コモン反転駆動を行い、表示メモリを内蔵した６４階調のデータド
ライバを用いて階調表示実現するところが、第１、第２の実施例と異なる。
【００８２】
図３２は本発明を適用した液晶パネル駆動回路の構成図であり、１６０×ＲＧＢ×２４０
の液晶パネルをＲＧＢ各６４階調、２６２１４４色表示を行う場合の液晶ディスプレイの
構成を示す。７０１はシステム装置のＣＰＵ、７０２は制御信号、データを含んだシステ
ムバス、７０３はメモリ、７０４は表示メモリを内蔵したデータドライバで、１６０×Ｒ
ＧＢ＝４８０出力を有し、２４０ライン分の表示メモリを内蔵する。７０５は液晶駆動の
階調基準電圧７３１、液晶パネルのコモン電極のコモン電圧７３２、７３３を生成する電
源回路、７０６は液晶パネル７０７を走査する走査ドライバである。７０８、７０９はシ
ステムバス７０２からデータドライバ７０４への制御信号郡、データバス、７５５はＣＰ
Ｕ７０１からのコマンドを受け表示メモリ７４４や階調制御レジスタ７３６の制御を行う
コマンド制御回路、７１０は表示メモリのアドレスやデータを保持するメモリ制御レジス
タ、７１１はメモリ制御レジスタ７１０に対応して表示メモリのデータアドレス７１２、
ワードアドレス７１４、メモリバス７１３を制御するメモリ制御回路である。
【００８３】
また、７１６は表示タイミングの基準クロック７１７を生成する発振回路、７１８は表示
タイミングを制御する表示制御回路、７１９はデータ水平同期信号７２０に従って動作す
る走査カウンタ、７２３はコマンド制御回路７５５で生成するメモリアクセス信号７２５
と表示制御回路７１８で生成する表示アクセス信号７２１に基づいて、表示メモリ７４４
をメモリアクセスまたは表示アクセスにするかを調停するアービタ回路、７１５はワード
アドレス７１４と表示アドレス７２６を表示切換え信号７２７で選択するワードアドレス
選択回路、７２８選択したワードアドレスである。７２９は交流のタイミングを示す交流
化信号、７３０は走査ドライバ７０６への走査制御信号である。７３６は階調制御を行う
階調制御レジスタ、７３８は階調制御信号７３７に基づいて階調電圧を生成する階調電圧
生成回路、７３９は階調電圧信号郡である。また、７４０は表示メモリ７４４のデータア
ドレスをデコードするデータ線デコーダ、７４１はデータ線を選択するデータ線選択信号
、７４２は表示メモリ７４４のリード／ライト制御を行うＩ／Ｏセレクタ、７４５はワー
ドアドレスをデコードするワード線デコーダ、７４６はワード線選択信号、７４７は表示
メモリ７４４から読み出した表示データ線、７４８は表示データを１ライン同時にラッチ
するデータラッチ回路、７４９はラッチ表示データ、７５０は階調電圧信号郡７３９から
ラッチ表示データ７４９に対応する階調電圧を選択する階調電圧選択回路、７５２は階調
電圧選択回路７５０で選択した選択階調電圧７５１をバッファ回路でバッファして出力す
る出力バッファ回路であり、７５３は１６０×ＲＧＢ×２４０の液晶パネ７０７を駆動す
る階調駆動電圧である。
【００８４】
図３３、図３４は、ＣＰＵのデータドライバのライトアクセス、リードアクセスのタイミ
ングを示す図、図３５は階調電圧生成回路の構成図、図３６、図３７は階調電圧生成回路
の選択回路の構成図である。図３８は階調制御レジスタの内容を示す図である。
【００８５】
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第２の実施例と同様に本実施例では、図２２に示すように、同一ラインの画素は交流極性
が同じで、隣接するラインンの画素が互いに交流極性が逆となるコモン反転駆動を行うた
め、図２３に示すように隣接するラインの交流極性は逆となり、これに同期して液晶の対
抗電極の電圧であるコモン電圧（Ｖｃｏｍ）を反転することで交流駆動を行う。次に、こ
れらの表示動作について説明する。図３２において、ＣＰＵ７０１は表示データをデータ
ドライバ７０４に内臓する表示メモリ７４４に書き込みを行う。ＣＰＵ７０１はシステム
バス７０２を通じて制御信号郡７０８、データ７０９を転送し、図３３、図３４に示すよ
うに、チップセレクト信号ＣＳ、ライト信号ＷＲ、リード信号ＲＤ、１６ビットのデータ
Ｄ１５からＤ０によって、データドライバ７０４にコマンドを転送して、表示メモリのラ
イト制御、リード制御や階調制御レジスタの制御を行う。例えば、表示メモリ７４４に表
示データをライトする場合、ＣＰＵ７０１はデータドライバ７０４に表示メモリアドレス
の書き込みコマンドを転送してアドレスを転送し、次に表示データの書き込みコマンドを
転送して、表示データを転送する。データドライバ７０４では、表示メモリアドレスの書
き込みコマンドに対応してメモリ制御レジスタ７１０に表示メモリのアドレスを保持し、
表示データの書き込みコマンドに対応してメモリ制御回路７１１がデータ線デコーダ７４
０、ワード線デコーダ７４５に書き込みを行うアドレスを設定して、表示メモリ７４４に
表示データの書き込みを行う。この動作を表示メモリの各アドレスに行うことで、１画面
のデータを表示メモリ７４４に書き込むことができる。表示メモリ７４４の表示データは
、発振回路７１６で生成する表示基準クロック７１７から表示制御回路７１８で生成する
データ水平同期信号７２０によって、走査カウンタ７１９は表示ラインの表示ワードアド
レス７２６を生成し、ワードアドレス選択回路７１５は表示期間では表示ワードアドレス
７２６を選択し、ワード線デコーダ７４５によって、表示するラインのワード線が選択さ
れる。そして、表示メモリ７４４の表示データ７４７をデータ水平同期信号７２０で４８
０出力分同時にデータラッチ回路７４８にラッチし、各出力の表示データ７４９に対応し
た階調電圧信号郡７３９を階調電圧選択回路７５０で選択して、出力バッファ回路７５２
でバッファして階調駆動電圧７５３を１ライン同時に出力する。
【００８６】
一方、走査ドライバ７０６は、データドライバ７０４で生成されたフレーム同期信号ＦＬ
Ｍのタイミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン目のゲート線を選択し、走
査水平同期信号ＣＬ３に同期して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択する。
走査水平同期信号ＣＬ３の１０２４クロックで順次１０２４ラインを選択し、次のフレー
ム同期信号ＦＬＭが有効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このようにフレー
ム周期で２４０ラインを選択する動作を繰り返すことで線順次選択動作を行い、データド
ライバ７０４によって液晶パネル７０７のデータ線に階調駆動電圧７５３が出力され、表
示データに対応した表示を実現する。
【００８７】
次に、階調制御の動作について説明する。階調電圧信号郡７３９は、電源回路７０５で生
成した正極性Ｖ０からＶ４、負極性Ｖ５からＶ９の１０レベルの基準電圧７３１を階調電
圧生成回路７３８に入力する。図３５、図３６、図３７は階調電圧生成回路７３８の内部
構成図で、８０１は基準電圧選択回路、８０２は基準電圧、８０３は基準電圧生成回路、
８０４は選択基準電圧で基準電圧ＶＳ０からＶＳ６３の６４レベルの電圧となる。８０５
は選択基準電圧８０４から基準電圧を選択する回路で、８０６は階調生成基準電圧で、８
０７は階調生成基準電圧８０６から液晶パネルを駆動する６４階調（ＶＧ０からＶＧ６３
）の階調電圧７３９生成する階調電圧生成回路である。
【００８８】
次に、階調電圧生成動作について、各回路の動作を説明する。基準電圧選択回路８０１は
、交流化信号７２９に対応して、正極性Ｖ０からＶ４と負極性Ｖ５からＶ９を選択する。
従って、階調電圧生成回路７３８では、基準電圧７３１のＶ０からＶ９の１０レベルから
６４レベルの階調電圧７３９を生成するが、交流化信号７２９が正極性の場合は正極性の
階調電圧、負極性の場合は負極性の階調電圧のどちらかが生成される。この時、切換え回
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路７３４では、図２３に示すように、正極性の階調電圧が印加される場合と負極性の階調
電圧が印可される場合に対応して、交流化信号７２９で正極性コモン電圧７３２と負極性
コモン電圧７３３を切換え、液晶パネル７０７のコモン電極を駆動する。
【００８９】
基準電圧生成回路８０３は、図３７に示すように、Ｖ０ＳとＶ１Ｓの間を１６分圧してＶ
Ｓ０からＶＳ１５までの１６レベルの選択基準電圧８０４を生成し、Ｖ１ＳとＶ２Ｓの間
も同様にして１６分圧してＶＳ１６からＶＳ３１までの１６レベルの選択基準電圧を生成
する。Ｖ２ＳからＶ４Ｓの基準電圧の間を同様に選択基準電圧を生成することで、ＶＳ０
からＶＳ６３の６４レベルの選択基準電圧８０４を生成する。選択回路８０５では、階調
電圧生成回路８０７で階調電圧を生成するための基準電圧を選択基準電圧８０４の中から
選択する動作を行う。図３７において、階調電圧生成回路８０７は基準電圧Ｖ１ＢからＶ
７Ｂの間を分圧して階調電圧を生成する。階調電圧ＶＧ０からＶＧ７の８レベルは、基準
電圧Ｖ０Ｓと選択回路８０５で選択した階調生成基準電圧Ｖ１Ｂの間を８分圧して生成す
る。階調電圧ＶＧ８からＶＧ１５の８レベルは、選択回路８０５で選択した階調生成基準
電圧Ｖ１ＢとＶ２Ｂの間を８分圧して生成する。同様にして、Ｖ２ＢからＶ７Ｂの間を分
圧することでＶＧ１６からＶＧ５５の階調電圧を生成する。階調電圧ＶＧ５６からＶＧ６
３の８レベルは、選択回路８０５で選択した階調生成基準電圧Ｖ７Ｂと基準電圧Ｖ４Ｓと
の間を８分圧して生成する。従って、選択回路８０５で、階調制御信号７３７によって階
調生成基準電圧８０６の電圧選択を制御することで階調電圧を制御することができる。図
３７において、バッファアンプ８０８は選択電圧をバッファして、階調生成基準電圧Ｖ１
ＢからＶ７Ｂを階調電圧生成回路８０７に接続する。例えば、階調生成基準電圧Ｖ１Ｂは
選択基準電圧ＶＳ０、ＶＳ１からＶＧ３１までの３２レベルから１レベルを選択して、階
調生成基準電圧Ｖ１Ｂを生成する。また、階調生成基準電圧Ｖ２Ｂは選択基準電圧ＶＳ０
、ＶＳ１からＶＧ３１までの３２レベルから１レベルを選択して、階調生成基準電圧Ｖ２
Ｂを生成する。同様に、階調生成基準電圧Ｖ３Ｂは選択基準電圧ＶＳ８、ＶＳ９からＶＧ
３９までの３２レベルから１レベルを選択して、階調生成基準電圧Ｖ３Ｂを生成し、階調
生成基準電圧Ｖ４Ｂは選択基準電圧ＶＳ１６、ＶＳ１７からＶＧ４７までの３２レベルか
ら１レベルを選択して、階調生成基準電圧Ｖ４Ｂを生成し、階調生成基準電圧Ｖ５Ｂは選
択基準電圧ＶＳ２５、ＶＳ２６からＶＧ５６までの３２レベルから１レベルを選択して、
階調生成基準電圧Ｖ５Ｂを生成し、階調生成基準電圧Ｖ６Ｂは選択基準電圧ＶＳ３２、Ｖ
Ｓ３３からＶＧ６３までの３２レベルから１レベルを選択して、階調生成基準電圧Ｖ６Ｂ
を生成し、階調生成基準電圧Ｖ７Ｂは選択基準電圧ＶＳ３２、ＶＳ３３からＶＧ６３まで
の３２レベルから１レベルを選択して、階調生成基準電圧Ｖ７Ｂを生成する。
【００９０】
また、図３７の８０９、８１０は選択回路で、基準電圧Ｖ０Ｓ、Ｖ４Ｓをそれぞれ選択す
る回路で、第２の実施例のＶ０、Ｖ８を選択する図２７、図２８に内部構成図と同様であ
る。図２７と同様に階調電圧生成回路８０９でも、階調電圧生成回路８０７の階調電圧Ｖ
Ｇ２、ＶＧ４、ＶＧ６、ＶＧ１０、ＶＧ１２、ＶＧ１４にＢ１からＢ６が接続されており
、選択信号７３７によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに基準電圧Ｖ０Ｓが
接続される。図２８でも同様に階調電圧生成回路８１０でも、階調電圧生成回路８０７の
階調電圧ＶＧ５０、ＶＧ５２、ＶＧ５４、ＶＧ５８、ＶＧ６０、ＶＧ６２にＷ６からＷ１
が接続されており、選択信号７３７によって選択スイッチが有効になった分圧ポイントに
基準電圧Ｖ４Ｓが接続される。この選択回路８０９、８１０によって、階調電圧生成回路
８０７は低階調領域が基準電圧Ｖ０Ｓの電圧レベル、高階調領域が基準電圧Ｖ４Ｓの電圧
レベルに固定されることになる。
【００９１】
次に、階調制御レジスタ７３６の構成及び動作について説明する。第３の実施例では、図
３８に示すように、階調制御レジスタは９個で構成し、ＮＯ．１からＮＯ．９のＢ１から
Ｂ６、Ｗ１からＷ６の設定、Ｖ１ＢからＶ７Ｂの設定を行うレジスタで構成されている。
階調制御レジスタ７３６への書き込みは、表示メモリ７４４への書き込みと同様に図３３
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に示すタイミングで行われる。ＣＰＵ７０１は階調制御データをデータドライバ７０４に
内臓する階調制御レジスタ７３６に書き込みを行う。ＣＰＵ７０１はシステムバス７０２
を通じて制御信号郡７０８、データ７０９を転送し、図３３に示すように、チップセレク
ト信号ＣＳ、ライト信号ＷＲ、リード信号ＲＤ、１６ビットのデータＤ１５からＤ０によ
って、データドライバ７０４にコマンドを転送して、階調制御レジスタの制御を行う。例
えば、階調制御レジスタ７３６に階調制御データをライトする場合、ＣＰＵ７０１はデー
タドライバ７０４に階調制御レジスタの書き込みコマンドを転送してアドレス（Ｎｏ．）
を転送し、次に階調制御データの書き込みコマンドを転送して、階調制御データを転送す
る。データドライバ７０４では、階調制御レジスタのアドレスの書き込みコマンドに対応
して階調制御レジスタが指定され、階調制御データの書き込みコマンドに対応して指定さ
れた階調制御レジスタ７３６に階調制御データの書き込みを行う。
【００９２】
以上のように、階調制御レジスタに設定データを書込むことで、階調電圧生成回路の階調
生成基準電圧を設定することで、データ変換制御のように階調つぶれのない階調制御を実
現できる。
【００９３】
次に、本発明により実現する階調制御について、図１３から図１８を用いて説明する。第
３の実施例では、第１の実施例と同様に階調制御を行うことができる。
【００９４】
図１３、図１４，図１５のヒストグラム伸長制御は、本実施例でも第１の実施例と同様に
、表示画面の画素の輝度分布を調べ、低階調又は高階調領域の画素が少ない場合は、画素
が少ない領域のコントラストを低下させ、画素が多数有る領域のコントラストを高くする
ことで、画面全体のコントラスト向上を実現する。このヒストグラムは液晶表示データと
液晶階調電圧との対応関係として階調制御レジスタに保持され、それぞれのフレームによ
って生成されるヒストグラムに応じて階調生成基準電圧が決定される。
【００９５】
また、ヒストグラム伸長制御は、本実施例では、ＣＰＵ７０１で輝度分布を調べ、その結
果を基に階調制御レジスタＮＯ．１、ＮＯ．２のＢ１からＢ６、Ｗ１からＷ６を設定する
ことで８階調毎に低階調領域または高階調領域の電圧をＶ０Ｓ（ＶＧ０）、Ｖ４Ｓ（ＶＧ
６３）に固定することができ、容易に実現できる。
【００９６】
また、図１６、図１７に示したガンマ曲線制御についても、第１の実施例同様に階調制御
を行うことができる。本実施例では、ＣＰＵ７０１で入力される映像信号がテレビ放送や
ＤＶＤ等の動画表示か、ＯＡ用途のテキストやドキュメントの表示かを判定し、その結果
を基に階調制御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して、階調生成
基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを設定することでガンマ曲線の階調制御を行い任意のガンマ曲
線の設定を容易に実現できる。
【００９７】
また、図１８に示したイコライズ伸長制御についても、第１の実施例同様に階調制御を行
うことができる。本実施例では、ＣＰＵ７０１で輝度分布を調べ、その結果を基に階調制
御レジスタＮＯ．３からＮＯ．９の階調制御レジスタを設定して、階調生成基準電圧Ｖ１
ＢからＶ７Ｂを設定することでイコライズ伸長制御の階調制御を行い階調領域毎のコント
ラスト制御の設定を容易に実現できる。
【００９８】
以上のように、本実施例では、表示メモリを内蔵するデータドライバで階調制御を行うこ
とで、画面が変化した場合のみＣＰＵから表示メモリに表示データを転送することで、液
晶表示システムの低消費電力化が実現できる。
【００９９】
尚、本実施例では、走査ドライバをデータドライバと別のチップ構成として、説明したが
データドライバと走査ドライバが同一チップの構成でも同様な階調制御が実現できる。
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【０１００】
また、６４階調表示に対応して、基準電圧を正極性、負極性それぞれ５本に設定したが、
これに限ったものではなく、正極性、負極性それぞれ９本に設定した場合も、同様に階調
制御が実現できる。また、階調生成基準電圧Ｖ１ＢからＶ７Ｂを３２階調毎に設定したが
、これに限ったものではなく、１６階調毎に設定した場合でも同様に階調制御が実現でき
る。
【０１０１】
【発明の効果】
本発明によれば、階調電圧生成回路の階調生成基準電圧を設定することで階調電圧を制御
することで、データ変換制御のように階調つぶれのない階調制御を実現できる。
【０１０２】
また、液晶コントローラで映像を解析して、データドライバの階調制御レジスタの設定を
変更することで、動画のフレーム毎や映像シーン毎に、最適な階調制御を行うことが可能
となる。
【０１０３】
また、入力される映像信号がテレビ放送やＤＶＤ等の動画表示、ＯＡ用途のテキス表示の
それぞれに対応して階調制御レジスタを設定することで、任意のガンマ曲線の設定を容易
に実現できる。
【０１０４】
また、データドライバの階調設定レジスタの設定は、表示データを転送するデータバスを
用いて行うことで、液晶コントローラ、データドライバの端子数が増加しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例のブロック図。
【図２】ドット反転駆動を示す図。
【図３】ドット反転駆動のタイミング図。
【図４】液晶ディスプレイの駆動タイミングを示す図。
【図５】階調電圧生成回路の構成図。
【図６】階調電圧生成回路の構成図。
【図７】階調電圧生成回路の構成図。
【図８】階調電圧生成回路の構成図。
【図９】階調制御レジスタの仕様を示す図。
【図１０】データバスのビット割付を示す図。
【図１１】階調制御レジスタの構成図。
【図１２】階調制御レジスタの設定のタイミング図。
【図１３】ヒストグラム伸長制御を示す図。
【図１４】ヒストグラム伸長制御を示す図。
【図１５】ヒストグラム伸長制御を示す図。
【図１６】ガンマ曲線制御を示す図。
【図１７】ガンマ曲線制御を示す図。
【図１８】イコライズ制御を示す図。
【図１９】液晶コントローラの構成図。
【図２０】液晶コントローラの構成図。
【図２１】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例のブロック図。
【図２２】ドット反転駆動を示す図。
【図２３】ドット反転駆動のタイミング図。
【図２４】液晶ディスプレイの駆動タイミングを示す図。
【図２５】階調電圧生成回路の構成図。
【図２６】階調電圧生成回路の構成図。
【図２７】階調電圧生成回路の構成図。
【図２８】階調電圧生成回路の構成図。
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【図２９】液晶コントローラの構成図。
【図３０】従来のデータ変換による階調制御を示す図。
【図３１】従来のデータ変換による階調制御を示す図。
【図３２】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例のブロック図。
【図３３】データドライバのライトアクセスタイミングを示す図。
【図３４】データドライバのリードアクセスタイミングを示す図。
【図３５】階調電圧生成回路の構成図。
【図３６】階調電圧生成回路の構成図。
【図３７】階調電圧生成回路の構成図。
【図３８】階調制御レジスタの仕様を示す図。
【符号の説明】
１００は表示信号群、１は液晶コントローラ、２はデータ取込みクロック、３は有効デー
タスタート信号、４はデータ水平同期信号、５は表示データ、６は走査ドライバ制御信号
群、７－１から７－８はデータドライバ、８は電源回路、１７は正極性基準電圧、１８は
負極性基準電圧、９は液晶を走査する走査ドライバ、１０は解像度１２８０×ＲＧＢ×１
０２４の液晶パネルである。また、１１はレジスタ制御回路、１２はレジスタ制御信号郡
、１４はレジスタ出力信号、１５は階調電圧生成回路、１６は階調電圧、１７は正極性基
準電圧、１８は負極性基準電圧である。
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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